
男性 978名 最も多い年齢層
⼥性 3,151名 30歳〜40歳

従業員数

企業における好事例① ポーラ・オルビスグループ健康保険組合

・⼥性従業員の⽉経随伴症状改善を⽬的に、オンライン診療にて低⽤量ピルを処⽅するプログラム  150⼈
・⼦宮頸がん検診受診率 80％ [2021年74.8％(分⺟は⼥性被保険者）]、乳がん検診受診率 90% [2021年85.8％
(分⺟は30歳以上）]
・⼥性の健康検定、ピンクリボン検定：それぞれ男性管理職含む20名以上の受験者/合格者

事業に取り組むきっかけ

性別に限らず社員⼀⼈ひとりが個性を発揮しながらいきいきと活躍できる環境を作るため、様々な⾯から
⼥性の健康をサポートしている。
⼥性従業員が多い(占有⽐７６%)事から、特に⼥性の健康対策の必要性を感じており、婦⼈科健診を充実させてき
た。⼜、アンケートを実施し、PMSや更年期等、本⼈がコントロールできない領域に悩んでいる⼥性が多く、思うよ
うに仕事できない⽅があまりにも多い事が分かった。企業として⽀援する事が⼤切と考え、低⽤量ピル処⽅プログラ
ムの実施に⾄った。

事業内容

①⼥性特有のがん対策
   ⼦宮頸がん検診受診率 74.8％(分⺟は⼥性被保険者）、乳がん検診受診率85.8％(分⺟は30歳以上） 
   がん検診は通常健診とワンストップ受診や単独の婦⼈科検診も可。その場合も公⽤外出扱い
   今期より家族で健診未受診者へＨＰＶセルフチェックを実施予定
②出産・不妊リスク対策
   不妊治療の⽀援 ・2021年度までは治療⼀回につきかつ１年間１０万円まで最⼤5年間補助

2022年度からは43歳以上⼥性を対象に継続
・卵⼦凍結に係る保管初期費⽤補助(⼀部の事業主）

③ライフステージごとの対策
・⼥性従業員の⽉経随伴症状改善を⽬的に、オンライン診療の低⽤量ピル処⽅プログラムの実証導⼊
・更年期障害について今年度テスト実施を予定(事業主）

④その他⼥性の健康増進に関する取り組みや課題について
・ヘルスリテラシー向上を⽬的に、「⼥性の健康検定」・「ピンクリボン検定」のテキスト及び試験、更新料を

補助

・更年期に関する相談利⽤補助(⼀部の事業主）

事業の具体的な⽬標

企業（法⼈）または健康保険組合の名称
ポーラ・オルビスグループ健康保険組合
主な業種 
化粧品等研究開発・製造・販売＜卸売業・⼩売り業、通信販売、店舗販売業＞
対象者数
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企業における好事例① ポーラ・オルビスグループ健康保険組合

 企業と健康保険組合との協働の⼯夫

健康診断・・・・役割を決め、協⼒して実施
低⽤量ピル処⽅プログラム・・・・・事業主でテスト検証したうえで、健保で実施

主な事業の効果
・⼥性従業員の⽉経随伴症状改善を⽬的に、オンライン診療にて低⽤量ピルを処⽅するプログラム参加者63名（アウ
トカムはこれから）
・⼦宮頸がん検診受診率 74.8％(分⺟は⼥性被保険者）、乳がん検診受診率 2021年85.8％(分⺟は30歳以上）
・⼥性の健康検定、ピンクリボン検定 受験者/合格者：累計で１２７名合格
・今後更年期者への対応としてオンライン診療実施予定

事業の計画
データヘルス計画
⼥性の健康管理
婦⼈科検診
不妊治療補助
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男性（本⼈） 8,908名 平均年齢

⼥性（本⼈） 11,858名 2021年度 37.6歳
家族 6,605名 2022年度 37.3歳

加⼊者数

⼥性の健康サポートの具体的な取り組み

事業内容
①健康診断関連

          ＊定期健診の受診と合わせて同⽇に受診できるような環境整備
      ＊婦⼈科健診の受診勧奨
        被扶養者も被保険者と同様に無料で可能
      ＊保健師から加⼊者へ
          ●個別相談：巡回保健指導や特定保健指導、その他事業所とのかかわりにて健康相談を実施
          ●集団への動き：健康教室の実施、健康管理委員への情報メルマガ配信、セミナー実施
           2023年度より健康課題に対する取り組みを予定
②更年期対策

          ＊LDL数値の把握
      ＊健康管理委員会ML、⼥性の健康応援BOOKへの掲載
③WEB周知関連

          ＊男⼥問わず誰でも閲覧可能なWEBサイトの作成
      ＊健保HP、加⼊者向けPepUp、EBIS（社内ポータル）、健診のしおり、公式LINE、社内イントラ以外からも閲

 覧できるよう整備している
④⼥性の健康応援BOOK
⑤⼥性の健康課題の把握→情報の発信の強化

企業（法⼈）または健康保険組合の名称
⽇本マクドナルド健康保険組合
主な業種 
ハンバーガー・レストラン・チェーンの経営並びにそれに付帯する⼀切の事業
加⼊者数

健康課題 
現在地から
⽇本マクドナルド健康保険組合では加⼊者の６割を⼥性が占めている
●健康の向上を願うのが仕事
●本体の成功の上に成り⽴つ、6割が⼥性であることから⽬を向けない理由がない
●年齢構成的にも、まんべんなく広い年代をカバーする、リテラシーUPすることが⼤切
健康課題として
●疾患的な視点：他健保と⼤きな開きはない
●将来的な視点：課題を把握すること→FEMCLE、若年層のリテラシーUP

企業における好事例② ⽇本マクドナルド健康保険組合
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健診・疾患の管理に関して
＊⼀般的に40代以上はマンモグラフィーが推奨されるも、痛みからしたくないと避ける⽅が多い
＊貧⾎を軽く⾒ている傾向がある（だるいのが⽇常になっていて、快適さを知らない）

更年期に関して
＊更年期障害と⾃⼰判断し、放置している
＊更年期障害の症状は他の重篤な疾患と似ている症状もあり、
  症状が重い場合は⾃⼰判断は危ない
＊更年期になるとコレステロールの数値に影響があることを知らない
＊男性の更年期に関する理解も必要

 資料
・社内コンベンションでの展⽰パネル

⽣理に関して
＊⽣理痛はあるのが当たり前と思っている⼥性が多い
  ⾃分の症状は普通なのかがわからない
＊⽣理痛による⽣活や就業への影響がある
相談先がないというあきらめ感を持っている
＊不正出⾎、⽣理不順、⽣理痛を⾃⼰判断で放置している
＊２0代は、⽉経がないことを正常ではないとの感覚がない⽅もいる

企業における好事例② ⽇本マクドナルド健康保険組合

 企業と健康保険組合との協働の⼯夫

・⽇本マクドナルド株式会社 ⼈事本部及び⼈材開発室と連携
  健康診断受診率向上、特定保健指導受診率向上アクション
  希望エリアに対する健康教室などのリテラシー向上の活動を実施

・保健師（在籍5名）による保健指導をはじめとしたサポート
  健康度レポートの共有、健康教室、健康相談の実施
  ハイリスク者への保健指導や病院受診のアドバイス

マクドナルドで働く⼥性たちの健康意識
⽣活習慣
＊忙しすぎて⾃分のことはとにかく後まわし、⾷事の内容などろくに考える暇がない
 家族のお弁当つくり、⼦供の⾷事作りで⼿⼀杯で⾃分の⾷事は何でも⼝に⼊るものなら…という感じ
＊タバコが⼥性機能（卵巣機能の低下）に影響があることを知らず、吸い続けている
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